
令和４年度
安城市在宅医療・介護
連携推進事業実施報告

安城市在宅医療サポートセンター

森 紀子

資料２



看取り体制支援プラン

安城市の目指す姿(本人が望む場所で、自分らしく最後まで今を生きる）

⚫事例報告等による現状調査

⚫安城市目指す姿の決定

⚫看取り検討部会開催

⚫令和3年度部会検討テーマに「看取り」を取り入れ、研修会開催

⚫ ACP作業部会開催

⚫専門職向けのACPマニュアル・市民向け「わたしノート」作成

⚫専門職向け研修会開催

令和元年～３年度までの実施内容



1. 専門職のためのACPマニュアル・住民向け
「わたしノート」の周知啓発

（ACP作業部会・保健福祉部会と協働）

2. 入退院時情報共有・連携ルール作成

3. 新型コロナ感染症自宅療養者に対する医療提
供体制検討会

4. 相談件数・内容報告

令和４年度の取り組み



1. 専門職のためのACPマニュアル・わたしノート
周知啓発

• ACP作業部会活動支援

更生病院にて教育動画作成・院内教育に活用

八千代病院にて院内教育にACPマニュアル活用

特養ひまわりにて施設職員にACPマニュアル説明

周知活動の定着を目指し、ACP作業部会継続と参加メンバーの追加

• 民生委員に対し、わたしノート説明（地区民協にて）

• 地域包括ケアフォーラム開催

11月12日講演会・シンポジウム １２６名参加

• 保健福祉部会プロジェクト協力

わたしノート説明会に使用するシナリオ作成に協力



2.入退院時情報共有・連携
ルールの検討

•令和４年４月より作業部会開始

•入退院に関わる専門職の中からメンバーを募り、
１回/月開催

•連携の現状・課題・解決策等協議

•手引書の作成（サルビー見守りネットHPに掲載）



3.新型コロナ感染症自宅療養者に
対する医療提供体制検討会

•全２回開催（７/29、1/25）

新型コロナ自宅療養者に対する訪問診療

訪問看護・薬局の事例について

報告・意見交換・情報共有

参加者数：８１名（延べ）



４．相談件数

年間相談件数：１３３件

•月別推移

•相談者

•相談方法

•相談内容

•地区別相談件数
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月別相談件数（R2～R4年度）
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令和元年度サポートセンターが医師会に移転
令和２年度新型コロナ感染症流行
令和３年度～1名体制
令和４年度サポートセンターが市役所に移転

コロナ関連の
相談増
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コロナ関連訪看ネット
代表からの相談



0

20

40

60

80

100

120

窓口 電話 メール その他

方法別相談件数（R2～R4年度）

R2年度 R3年度 R4年度

電話相談が多い
傾向は変わらず
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